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「教えない」のではなく「教えすぎない」
まずは「読んでみよう」と投げかけるところから！

どんな気持ち
なのかな？

なぜ助け
ないの？
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うまく読めなくても大丈夫。
まずはとにかく読んでみよう！

ここはみんなで

読むと印象的かな。
セリフだから一人で読みたいな。

それはね･･････
（言葉の意味や背景について少し説明）

先生、ここはどういう意味ですか？

説明する量をぐっと減らすことで、
生徒から自然に問いを引き出します。

背景や人物の言動から
気持ちを考えると、
読み方が変わると思った。

ここは少し間を取ったり
強く読んだりすると、
気持ちや場面が伝わると思う。

授業提案
古典 「教えすぎ」ていませんか　

～『敦盛の最期ー平家物語』指導のポイント～

使用したワークシートや
「音読」に込めた思いなど、
詳しくは「こくごnote」で！

▶

『竹取物語』をもっと身近に！

わかったこと　　古典は学びの「役立ち感」が乏しい！

このあと、生徒自身の物語体験を入口にして、
『竹取物語』の原典へとつなげ、古典の学びを深めていきます。
その授業の続きは「こくごnote」にもっと詳しく掲載しています。

1　4月、中学1年生に「古典に関するアンケート」をしました

2　「役立ち感」を引き出す“あえての問い”をしてみる！

▶
アンケート結果や、
この授業の詳細は
「こくごnote」で！

３　現代メディアから『竹取物語』へタイムスリップ！

授業提案
古典

英語と古典どちらが大切？

あえて英語と関連づけて、生徒たちに
古典の意義を問い直しました。
古典での学びが、日本と世界をつなぐ
視点になるのかもしれません。

もしも、鬼、妖怪、陰陽師が出てくる
メディア作品が消えたら？

生徒に、古典由来（鬼、妖怪など）のメディ
ア作品が消えたら、多くの物語が失われ
てしまうことに気づかせます。
文化的・経済的な損失からも、
古典の意義を考えさせることが
できます。

あえての問い 1 あえての問い 2

グループで話し合いながら、
読み方から考えます。

埼玉大学教育学部附属中学校

大塚悠希先生に
教えていただきました。

おおつかゆう き

四天王寺大学　講師

松尾澄英先生に
教えていただきました。

まつ お すみ え

3　「どう読むか」を考えることで読みが深まる

1　中心に据えたのは「音読」

2　説明は効果的なタイミングで
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❺

芭蕉句碑

❷

深川図書館

❶江東区芭蕉記念館
芭蕉稲荷神社で発見された石の
蛙をはじめ、芭蕉や後世の俳人
の関連資料が展示されており、3
階には図書室もあります。芭蕉
の人物像や深川との繋がりにつ
いて、深く楽しく学べます。
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おくのほそ道
な
びねこと行く

今回は創刊10号の特別編！

『おくのほそ道』旅立ちの地である深川を、

教科書キャラクターのなびねこと巡ります。

なびねこ
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深川編

西行を深く敬愛していた芭蕉は、西行の500
回忌である1689年に、その足跡を訪ねて
弟子の河合曾良とともに漂泊の旅に出ます。
その約150日間・2400kmにわたる壮大な
旅をもとにして、各地で詠んだ句とともに
綴った紀行文が『おくのほそ道』です。
芭蕉は住み慣れた庵を人に譲った後、一時
「採荼庵」（右地図❺参照）に居を移します。
ここで詠んだ句が「草の戸も住み替はる代
ぞ雛の家」です。愛着の深い地を去る芭蕉
の惜別の念が伝わってきます。

さいぎょう

かわい そ ら

❸

清澄庭園
庭園の奥に、芭蕉の句碑が建立されています。
ここに刻まれている「古池や蛙飛びこむ水の音」
の句は、芭蕉が『おくのほそ道』に旅立つ3年前
（1686年）に深川で詠んだ句です。

❺採荼庵跡
芭蕉は庵を手放した後、門人でありパトロンの
杉山杉風を頼って、一旦ここに移り住みました。

さい と あん

すぎ やま さん ぷう

❹

芭蕉稲荷神社
かつて芭蕉庵は、この神社の辺りにあったと
いわれています。1917（大正6）年の大津波の後
に出土した芭蕉遺愛の石の蛙は、現在は江東区
芭蕉記念館に移されています。

より詳しい情報は
こくごnoteを
ご覧ください！

芭蕉記念館には、
芭蕉自筆といわれて
いる『おくのほそ道』
のレプリカもあるよ。
達筆でびっくり‼

回転する様子は、

下の二次元コードから

（江東区芭蕉記念館の

Instagramより）▼

❷ 芭蕉庵史跡展望庭園
芭蕉記念館分館の屋上、隅田川と小名木川を望む
園内に、芭蕉の坐像が鎮座しています。
17時になると芭蕉像がゆっくりと90度回転して
向きを変え、その後22時までライトアップされます。

すみ だ がわ お な ぎ がわ


